
コルポスコピー研修会のコンセプト

・婦人科医と病理医のコミュニケーションを重視します

・ディスカッションを重視します（参加型研修会）

・実践演習形式を取り入れます

・3回の研修会で下記内容を網羅できるよう構成します
（第4回～6回研修会で予定する内容）
A 子宮頸部細胞診・組織診
B HPV（発癌メカニズムやワクチン）
C 子宮がん検診精度管理（HPV検査やトリアージ）
D コルポスコピー分類・用語の理解
E コルポスコピー技術（所見の取り方、生検部位選定）
F 治療介入（円錐切除や蒸散、経過観察方法）
G 特殊症例のtips（妊娠、腺系病変、腟病変等）
F コルポスコピーの学習方法、指導方法
H 世界の情勢（ガイドライン、Quality Indicator紹介）
I 倫理・コミュニケーション（患者への配慮、説明の仕方）
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